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２．研究業績要旨（1,000字以内） 

ニュートリゲノミクスは、栄養学・食品科学における各種分子や現象の網羅的解析によ

るアプローチである。ニュートリゲノミクスの萌芽時よりこの分野に取り組んできた候補者

は、その適切な利用手法や有効性に関する情報を広く明らかにしてきた。最初に手が

けた例は、タンパク質栄養による肝臓等の遺伝子発現プロファイルへの影響の解析で

あり、タンパク質栄養が脂質代謝関連の様々な酵素遺伝子にダイナミックに影響を及ぼ

すことなどを明らかにした。これはタンパク質栄養に関する世界で初めてのニュートリゲ

ノミクスの論文となった（直接関連のある論文リスト 10）。その後様々な栄養条件や食品

成分の摂取などに関してオミクスの活用を進めてきたが、特に国内外のニュートリゲノミ

クス研究の推進に寄与すべく、ニュートリゲノミクスデータベースを作成して公開し（8）、

さらにオミクスデータの簡便な解析に利用できるデータ解析ツールも新たに開発し公開

した。これらと併せ、絶食や軽度なカロリー制限等の栄養条件の変化に対する各種オミ

クスデータを蓄積し、ニュートリゲノミクス研究における参照データ、あるいはバイオマー

カー探索の基礎データとして活用できることを示した（7, 8，その他の原著論文□27）。食

品や食品成分の新規作用や作用メカニズムをオミクス解析によって明らかにした成果と

して、コーヒー摂取の抗肥満・抗糖尿病効果、パセリによる腸炎抑制効果、分岐鎖アミノ

酸による肝硬変症状改善作用、卵殻膜粉末の肝機能改善効果、キクイモ粉末の抗糖

尿病効果などがある（1, 2, 3, 4, 6, □1 , □4 他）。また、ロイシン過剰摂取の影響に

IGFBP-1や FGF21等の遺伝子発現が関連し、これらがバイオマーカーとなり得ること

などを見出した。すなわち、食の安全に関する研究においてもニュートリゲノミクスが強

力なツールとなることを示してきた（5, □30他）。近年、生命科学においてトランスクリプト

ーム、プロテオーム、メタボロームなど複数のオミクス解析を組み合わせたマルチオミク

ス（トランスオミクス）の重要性が提唱されているが、これまで実際例はほとんどなかっ

た。マルチオミクス解析を行うことで、例えばコーヒー摂取は、PPAR関連因子や TCA

サイクル、尿素サイクルなどの協調した変化を誘導することなどを明らかにした。これら

の研究で示されたマルチオミクス解析の活用例（1, 3, 4, 5）により、食品機能の網羅的

解明がさらに加速することが期待される。 
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61. Fu, ZW., Ohara, S., Kato, H., Sugahara, K. and Kubo, T. Retinoic acid accelerates the 

testicular maturation in Japanese quail. Anim. Sci. Technol (Jpn)  68, 420-422 (1997) 

62. Najjar, S.M., Blakesley, V.A., Li Calzy, S., Kato, H., LeRoith, D. and Choice, C.V. 

Differential phosphorylation of pp120 by insulin and insulin-like growth factor-1 
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Kato, H.  Nutritional regulation of insulin-like growth factor-I receptor mRNA levels in 
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4918-4924 (1995) 

65. Surmacz, E., Sell, C., Swantek, J., Kato, H., Roberts, C.T., Jr., LeRoith, D. and Baserga, 

R.  Dissociation of mitogenesis and transforming activity by C-terminal truncation of the 

insulin-like growth factor-I receptor. Exp. Cell. Res. 218, 370-380 (1995) 
66. Blakesley, V.A., Kato, H., Roberts, C.T., Jr. and LeRoith, D. Mutation of a conserved 

amino acid residue (tryptophan 1173) in the tyrosine kinase domain of the IGF-I receptor 
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67. Mastick, C.C., Kato, H., Roberts, C.T., Jr., LeRoith, D. and Saltiel, A.R. Insulin and 

insulin-like growth factor-I receptors similarly stimulate deoxyribonucleic acid synthesis 
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214-222 (1994)  
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of the carboxyl-terminal domains of the insulin and insulin-like growth factor I receptor 
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69. Kato, H., Faria, T.N., Stannard, B., Roberts, C.T.,Jr. and LeRoith, D.  Essential role of 

tyrosine residues 1131, 1135 and 1136 of the insulin-like growth factor-I (IGF-I) receptor 
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73. Miura, Y., Higashi, Y., Kato, H., Takahashi, S.-I. and Noguchi, T.  Effects of 

dexamethasone on the production of insulin-like growth factor-I and insulin-like growth 

factor binding proteins in primary cultures of rat hepatocytes.  Biosci. Biotechnol. 
Biochem. 56, 1396-1400 (1992) 

74. Miura, Y., Kato, H. and Noguchi, T. Effect of dietary proteins on insulin-like growth 

factor-I (IGF-I) messenger ribonucleic acid content in rat liver.  Brit. J. Nutr. 67, 257-265 

(1992) 

75. Takenaka, A., Miura, Y., Mori, M., Hirosawa, M., Kato, H. and Noguchi, T.  Distribution 

of messenger RNAs of insulin-like growth factor (IGF)-binding proteins-1 and -3 between 
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80. Kato, H., Okoshi, A., Miura, Y. and Noguchi, T.  A new cDNA clone relating to larger 
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主な総説 

 

□1 . 加藤久典 アミノ酸の機能や安全性の研究におけるオミクス 生化学， 86, 318-323 

(2014) 

□2 . 加藤久典 ニュートリゲノミクスの広がりと統合ニュートリオミクス、New Diet Therapy, 

29(4), 15-22 (2014) 

3. Srinivasan,V., Mohamed, M., and Kato, H. Melatonin: its microbicidal propertiesand 

clinical applications. In: Melatonin and melatonergic drugs in clinical practice. Srinivasan, 

V., Brzezinski, A., Oter, S. and Shillcutt, S.D. (eds) Springer, pp57-69, (2014) 

□4 . 加藤久典 ニュートリゲノミクス 食品と栄養における網羅的解析、化学と工業、67, 
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122-124 (2014) 

5. 大谷りら、村上哲男、加藤久典 タンパク質栄養に起因する生活習慣病発症機序 胎児期から

新生児期に刻まれる栄養の記憶、化学と生物、51, 785-788 (2013) 

6. 大谷りら、佐藤正幸、小山彩香、村上哲男、加藤久典 タンパク質およびアミノ酸栄養に起因

する生活習慣病発症機序の解明、アミノ酸研究、6, 141-147 (2012) 

7. 大谷 りら,今門 泰久,村上 哲男、加藤久典 胎児期低タンパク質暴露と高血圧、食品加工技術 : 

日本食品機械研究会誌 32, 21-27 (2012) 

8. 加藤久典 分子栄養学―遺伝子の働きから探る食品機能、バイオテクニシャン、19 (2)、6-14 

(2011) 

□9 . Kato, H., Takahashi, S. and Saito, K. Omics and integrated omics for the promotion of 

food and nutrition science. J. Trad. Comp. Med. 1, 25-30 (2011) 

10. 大谷りら、加藤久典、村上哲男 胎内の低栄養環境で生じる高血圧の発症機序 医学のあゆ
み、235, 833-837 (2010) 

11. Srinivasan, V., Pandi-Perumal, S.R., Spence, W., Kato, H. and Cardinali, D.P. Melatonin 

in septic shock: Some recent concepts. J. Crit. Care, 25, 656.e1-656.e6 (2010) 

12. 高橋伸一郎、竹中麻子、豊島由香、木村久美、加藤久典、福島俊明、山中大介、伯野史彦、

南史朗、岩下光利 発達と成長を司るホルモン、インスリン様成長因子 日本未熟児新生児学
会雑誌、22, 19-25 (2010) 

13. Hirao, T., Watanabe, S., Hiramoto, M., Taguchi, H., Temmei, Y. and Kato, H. Qualitative 

and quantitative PCR methods for detecting food allergens by using internal transcribed 

spacer region. J. Clin. Biochem. Nutr. 43(S1), 227-231 (2008) 

□14 . Kato, H. Nutrigenomics: the cutting edge and Asian perspectives. Asia Pac. J. Clin. 

Nutr. 17(S1), 12-15 (2008) 

□15 . 加藤久典、小林進、勝谷友宏、三谷康正 ニュートリゲノミクスの新潮流－テーラーメード

栄養を身近なものに、バイオサイエンスとインダストリー、65, 19-23 (2007) 

*16. 加藤久典、林裕三、高橋迪雄、古屋茂樹、岸恭一、門脇基二 進化の観点からアミノ酸栄養

を考える、日本栄養・食糧学会誌、60, 151-166 (2007) 

□17 . 加藤久典、DNA チップを用いた食品の機能性評価、ジャパンフードサイエンス、45, 70-76

（2006） 

□18 . Kato, H., Saito, K. and Kimura, T. A perspective on DNA microarray technology in food 

and nutritional science. Curr. Opin. Clin. Nutr. Metab. Care 8, 516-522 (2005) 

□19 . Matsuzaki, K., Kato, H., Sakai, R., Toue, S., Amao, M. and Kimura, T. Transcriptomics 

and metabolomics of dietary leucine excess. J. Nutr. 135, 1571S-1575S (2005) 

□20 . 加藤久典 栄養学の新しい潮流－分子栄養学からニュートリゲノミクスへ、食品と技術、

404, 1-9 (2005) 

□21 . 加藤久典 タンパク質の機能性･安全性予測のためのトランスクリプトミクス、日本食品新

素材研究会誌 7, 1-7 (2005) 

□22 . 加藤久典 食餌タンパク質の機能解析とトランスクリプトミクス、日本臨床栄養学会雑誌

26, 207-211 (2005) 

□23 . 太田豊、長田恭一、船山誠、佐見学、神田智正、加藤久典、ジーンチップによる肥満誘導食

摂取ラットに与えるポリフェノール素材投与効果の解析．脂質生化学研究 46, 160-163 (2004) 

□24 . Kato, H., Narasaka, S., Endo, Y., Abe, K. and Arai, S. DNA microarray analyses of the 

effects of dietary proteins. Biofactors 21, 11-13 (2004) 

□25 . Kato, H. and Kimura, T. Evaluation of the effects of the dietary intake of proteins and 

amino acids by DNA microarray technology. J. Nutr. 133, 2073S-2077S (2003) 
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*26. 加藤久典、傅正偉 遺伝子レベルでの栄養研究− 多様な mRNA 種をつくる遺伝子について、

日本栄養・食糧学会誌、50, 377-379 (1997) 

27. LeRoith, D., McGuiness, M., Shemer, J., Stannard, B., Lanau, F., Faria, T.N., Kato, H., 

Werner, H., Adamo, M. and Roberts, C.T.,Jr.  Insulin-like growth factors. Biosignals 1, 

173-181 (1992) 

28. Kato, H., Umezawa, T., Miura, Y. and Noguchi, T.  The effect of quantity and nutritional 

quality of dietary proteins on plasma concentration of insulin-like growth factor binding 

proteins (IGFBP) and the saturability of IGFBP with endogenous IGF-I. Adv Exp Med 
Biol. 293, 171-178 (1991) 

 

 その他総説・著書等 51件 

 

 

（3） 過去 5年間の本学会での活動状況 

 

・理事、委員等 

庶務担当理事（平成 20年度～25年度 うち過去 5年該当は平成 21年度から。以下同様） 

代議員（平成 25年度～ ） 

広報委員（平成 20年度～25年度） 同委員長（平成 20年度～23年度） 

国際交流委員（平成 20年度～25年度） 同委員長（平成 24年度～25年度） 

第 12回アジア栄養学会議 事務局長、組織委員、募金委員 

学会誌編集委員（平成 18年度～21年度） 

用語辞典委員（平成 20年度～24年度） 

あり方検討WG・あり方検討委員会 委員（平成 23年度～25年度） 

公益法人化WG主査（平成 20年度～23年度） 

規約類の整備WG メンバー（平成 20年度～23年度） 

和文誌電子化WG メンバー（平成 20年度～21年度） 

第 22回国際栄養学会議 誘致WG座長（平成 24年度～25年度） 

第 22回国際栄養学会議 準備委員会委員長（平成 25年度～ ） 

第 65回大会（平成 23年） 実行委員 

関東支部役員 （平成 24年度～25年度） 

第１回 IUNS栄養学のリーダーシップ育成国際ワークショップ 実行委員（平成 22年度） 

第２回 IUNS栄養学のリーダーシップ育成国際ワークショップ 組織委員長（平成 26年度） 

 

・シンポジスト 

第65回大会（平成23年） ジョイントシンポジウム「網羅的解析技術による食品の機能性研究の現状」 

第 67回大会（平成 25年）スポンサードシンポジウム「メタボローム解析技術の進歩と食品研究～食品

の機能性と色の安全への新たなアプローチ～」 

Experimental Biology 2014, (April, 2014), The American Society for Nutrition – JSNFS 

Joint Symposium “Activity of JSNFS and status of nutritional science in Japan” 

 

・座長等 

第 67 回大会（平成 25 年） 国際シンポジウム “Nutrition as novel strategies for disease 

prevention” オーガナイザー・座長 

第 68 回大会（平成 26 年） 国際シンポジウム “Global challenges and opportunities for 

nutritional well-being” オーガナイザー・座長 

第 68回大会（平成 26年） シンポジウム SY9 「食育を支える科学とは－基礎から応用まで」 座長 

第 91回関東支部大会シンポジウム（平成 25年 2月） 座長 

一般講演座長：第 64回、第 66回、第 67回 

 

（４） 特記事項 

 

日本農芸化学会 1997年 農芸化学奨励賞 「IGF-Iの活性発現機構に関する分子生物学的研究」 
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